日本の声楽作品に於ける日本語の問題 : 團伊玖磨の作品を中心に by 井上 宏行 & Hiroyuki Inoue
日本の声楽作品に於ける日本語の問題
──團伊玖磨の作品を中心に──
井 上 宏 行























面があるのですが，そこでお吉が『ね え さ ん・お し え て・ち





















































































































































































































































盧 かつての呼称で，1音符 1音綴または 1音符 1シラブルとするのが適切と思われ
る。
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